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2007年 4月に 24年ぶりに増光した矮新星GW Libは、軌道周期 0.05332日の矮新星として知られていたが、こ
の周期は現在知られている矮新星の中で最も短いものの一つである。これら短周期の矮新星は増光時に特殊な光度
曲線を示し、総称してWZ Sge型矮新星と呼ばれている。WZ Sge型矮新星の増光時の光度曲線の特徴として、(1)
増光幅が 6等以上である、(2)superhump発生前の増光初期に複雑な形状の振幅を示す、(3)増光終了後に再増光す
る、(4)superhump周期が時間とともに増加する、などが挙げられる。
今回、plateau中期以降の詳細な光度曲線解析を行ったの結果、plateau期間中の superhump周期 0.054020(1)日、

Pdot=Ṗ/Psh=3.8(2)×10−5を示した。また、outburst終了後、plateau期とほぼ等しい 0.0541(1)日の周期性が検
出され、この時期も依然として楕円円盤が存在していたことが示唆される。
GW Libは、先に示したWZ Sge型矮新星の特徴を概ね満たしており、現在知られているWZ Sge型矮新星の中

で最も軌道周期の短い天体と結論できる。また、観測された superhump周期から質量比 q=0.067を導出でき、こ
の結果からもGW LibがWZ Sge型矮新星であることが裏付けられる。
本講演では主に、Suzuki(2007)で指摘された質量比と Pdotの相関について議論し、この相関について可能な解

釈を提示する。


